
ベネッセの価値創造の歩み

1955~

1990~

高校模試の開拓、通信教育講座開講など、
後に大きな柱となる事業を確立
1955年1月、岡山県で「株式会社福武書店」が誕生。中学向けの図書や生徒手帳などを発行。

1962年に開始した高校生向け模擬試験は1973年、「進研模試」と名前を変え、1979年の共

通一次試験開始を追い風にしながら、大型コンピュータの導入や営業拠点の拡大など基盤

を整備し、全国規模で拡大しました。一方、1969年に高校生向け、1972年には中学生向け

の通信教育講座を開講。いずれも会員数500人程度からのスタートで、試行錯誤を繰り返し

て会員数を拡大し、基幹事業へと成長しました。

2000~
教育と介護の２つの柱で飛躍

主力の通信教育事業の伸びが少子化により鈍化するなか、学校事業の拡大や、学習塾のグループインなどにより、教育事業はさら

なる成長を遂げました。また、2000年の介護保険導入を機に、高齢者向けホーム事業に本格参入し、介護事業が第２の柱へと成長

しました。

2010~
個人情報漏えいによる業績悪化と回復、そして次なる成長に向けて
2014年の個人情報漏えい事故により、お客さまからの信頼を失い、主力の通信教育の会員数が大幅に減少。業績が悪化しました。

事故後は、お客さまからの信頼回復と通信教育事業の復活に全力で取り組み、業績は回復に向かいました。

また、次なる成長に向けて、進研ゼミのデジタル化や事業の選択と集中を進めました。

1990年にフィロソフィー･ブランド「Benesse（ベネッセ）」を導入。ラテン語の造語で「よく生

きる」の意味です。以後、人々の「よく生きる」の支援を基本理念としながら、グローバル化や

少子高齢化という時代の流れを見据えて、事業の拡大を進めました。ベルリッツの買収や、

介護事業のスタート、現在の生活事業につながる妊娠・出産・育児雑誌「たまごクラブ」「ひよ

こクラブ」の創刊もこの頃です。1995年には、事業活動を企業理念と一体化させるため、社名

を「（株）ベネッセコーポレーション」に変更しました。

創立35周年にフィロソフィー・ブランド
「Benesse」を発表。
介護、生活などの事業領域拡大へ

新型コロナウイルス感染症により当社グループは大きな環境変化に直面しています。このようななか、2021年度を初年度とする、5

カ年の中期経営計画「コア事業の進化と新領域への挑戦」を策定しました。教育と介護というコア事業の進化と、強みを活かした新

領域の開拓に挑戦することで、持続的な成長を目指します。

コア事業の進化と、新領域への挑戦により、
持続的な成長を目指す

2030年に向けて

日本・世界が直面する教育と介護の課題に対して、
その解決にどこよりも真摯に取り組みます

2020~
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（注）「進研ゼミ」会員数は2021年4月時点、そのほかは2021年
3月末時点

コア事業の進化と新領域への挑戦
中期経営計画　FY2021-2025

フェーズ1 フェーズ2
通信教育講座
「進研ゼミ」

大学入試模擬試験
「進研模試」

幼児向け
通信教育講座
「こどもちゃれんじ」

日本版

中国版

高齢者向けホームの
運営

保育園・学童施設の
運営

ベルリッツ
語学サービス

塾・英語教室の
運営

OUTCOME

+

目指す姿

日本で培った教育、
介護のアセットを活かし
世界の教育や介護の課題に

取り組む

一人ひとりが成長し、
人生を豊かにする学びを

提供する

高齢者の
「自分らしく生きる」を

支える

日本における教育・介護の
リーディングカンパニーとして

グローバル課題への新たな挑戦

INPUT
経営資本

財務資本

総資産    5,419億円
株主資本 1,734億円

人的資本

連結従業員数 約2万人

社会・関係資本

「進研ゼミ」 約200万人の
会員の学習履歴

「進研模試」など年間延べ受験者

約900万人の
アセスメントデータ

高齢者ホーム入居者数 

1.7万人

知的資本

調査レポート 400本

OUTPUT
創出価値

事業活動と社会活動を通じて人々の「Benesse＝よく生きる」の実現、

そして社会課題の解決につながる新たな価値を創造し続けることで、

ベネッセグループと社会の持続的な成長を目指しています。

財務目標・KPI

コア事業の進化

新領域への挑戦

2021年度ー2022年度

2019年度を超える
売上高・営業利益
まで回復

既存領域オーガニックで
コロナ影響からの
V字回復を実現

インオーガニック
（既存事業の新たな挑戦）

により更なる
持続的成長を目指す

ベネッセの強みを生かした新領域・海外展開

2023年度ー2025年度

オーガニック成長率
3％以上（売上高）

2025年度

営業利益率8%以上
ROE10%以上

妊娠・出産・
育児情報誌

ペット情報誌、
Webサイト

ベネッセの価値創造モデル
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ベネッセグループのサステナビリティの重要課題

マテリアリティ（重要課題）

人生のすべてに学びを

利活用を
最大化すべき機会

機会獲得の進捗
（2020-2021) 最小化すべきリスク

リスクの最小化の進捗
(2020-2021)

ベネッセグループ 
サステナビリティビジョン

サステナビリティビジョンと推進体制

「学ぶ歓び」を原点とし、全世代に向
けた質の高い学びを、国内・アジア、
世界へ展開します。

超高齢社会に向けて
超高齢社会の到来を、SDGsの17の
目標に続く「18番目の目標」と捉え、
一人ひとりに寄りそう介護サービス
を、世界に先駆けて実践します。

知見の社会還元
培った経験や知見を社会に発信・共
有し、ともに「よく生きる」を実践する
パートナーと協力して、難題解決に
立ち向かいます。

地域との価値共創
その地域に暮らす人々とともに、学
びや文化・アート等を通じて新しい
価値を生み出し、豊かな社会を実現
します。

健やかな社会の実現
日常の生活支援とともに、未来の「よ
く生きる」のためになくてはならない
新領域の事業開発に挑戦します。

学びを新しく：
これからの時代に求められる「新しい学び」を、
データやテクノロジーを駆使した「新しい学び方」
とともに子どもたちに届ける

変わることが常態であるこれからの時代に、

持続可能な豊かな世界を目指すために

あらゆる社会課題を「人」を軸に捉え直し

すべての人がやりたいことを探し、

挑戦できる社会をつくりたい

私たちは、企業理念「Benesse=よく生きる」を、

社員一人ひとりが実践し、

人と地域へ、社会へ、そして未来へと拡げます 

ベネッセグループは、2019年3月に「サステナビリティビ

ジョン」を策定しました。

同ビジョンに基づく活動を主導する組織としてサステナ

ビリティ・ESG推進委員会を設置しています。

委員会は、ベネッセホールディングスの代表取締役会長

を委員長・決裁者、同じく常勤役員を委員としたメン

バーで構成されており、ベネッセグループのサステナビ

リティを高めるための議論を行います。（年数回／議事

に応じて適宜開催）

また、重要事項や定期的な活動報告については、ベネッ

セホールディングス取締役会、経営会議などにおいても

行います。

●進研ゼミのデジタル講座会員が約7割に
●タブレット上での多様な学びの提供「プログラミング講座」
開講

●コロナ禍休校支援　進研ゼミ「きょうの時間割（2カ月で100
万人以上が利用）」

●小中学校向け教育ソフト「ミライシード」の利用校が拡大
●学校向けプラットフォーム事業の拡大（「Classi」「EDUCOM」
利用校）

●塾の映像・オンライン対応完了、感染症対策を強化

■地域格差、経済格差による教育機会
の不平等拡大

■新型コロナウイルス感染症の拡大な
どによる教育機会の制限、不平等
■DX、デジタル化の進展による職業選
択・機会の制限・喪失

■すべての生徒に対する学び、能力評
価機会の不平等・制限

■日本における終身雇用の終焉によ
るリスキル・スキルアップの動機の
減少

●コロナ禍休校支援　進研ゼミ「きょ
うの時間割（2カ月で100万人以上
が利用）」

●「ベネッセ 教育情報フォーラム」で
の入試情報や学習法の配信

●ベネッセの保護者サポートアプリ
「まなびの手帳」提供開始
●「Udemy for Business」 300社以上
が活用（日本）

●「進研ゼミ 小学講座 発達障害支援
サイト」で発達障害による学びの悩
みをサポート
●「GTEC」障がいのある方への特別
な配慮

■超高齢社会における介護人財不足、
介護の質低下

●（株）プロトメディカルケアの買収

■教育・介護業界全体の「よく生きる」
を妨げる事象、課題

●すべての受験生の不安を安心に
「ベネッセ 教育情報フォーラム」

■地域の教育力の課題
■VUCA時代における不確実性

●岡山大学とSDGsを軸に3カ年の共
同研究「瀬戸内サステナビリティ＆
ウェルビーイング研究プロジェク
ト」を開始

■新型コロナウイルス感染症の拡大な
どによる教育機会の制限、不平等
■地域格差、経済格差による教育機会
の不平等拡大

■超高齢社会における介護人財不足、
介護の質低下

●ベネッセ教育総合研究所、幼児・小
学生の生活に対する新型コロナウ
イルス感染症の影響調査

学び続ける人生を：
大人になっても、生涯にわたって意欲的に学びつ
づけられる社会に変える

●「Udemy for Business」が日本の人事部「ＨＲアワード 2020」
プロフェッショナル「人材開発・育成」部門最優秀賞を受賞
●ベネッセコーポレーションUdemy受講者：2,065人（約93％）

学ぶ機会をみんなに：
あらゆる人の学ぶ意欲に応え、アクセシブルな学
びを提供し、成長できる未来を創る

●東京個別指導学院 講師向けプログラムを通じた大学生の
成長機会提供

●学童クラブのオンライン化
コロナ禍休校支援　こどもちゃれんじ「オンライン幼稚園」
（2カ月で100カ国、65万人利用）」
●「しまじろうクラブアプリ」無償提供

一人ひとりを主役に：
ご高齢者一人ひとりのやりたいこと、挑戦したい
ことが尊重される介護を提供する

●ベネッセスタイルケア「明日へのトビラプロジェクト」
●ベネッセスタイルケアが持ち続ける信念から生まれた「認知
症ケアメソッド」の進化

介護士＝究極の専門性：
介護にたずさわる人々の成長機会や働きやすい環
境の整備、また介護に対する社会の理解を高め、
介護の質を向上する

●介護職を「選ばれる仕事」へ　ベネッセスタイルケア「専門資
格制度（社内呼称：マジ神制度）」：「マジ神」が延べ177名に

未来の介護へ：
QOL向上のためにテクノロジーを活用し、一人ひ
とりに深く寄りそう介護へ挑戦し続ける

●介護の未来を変える「サービスナビゲーションシステム」
●ベネッセ版センシングホーム開発

ノウハウ・知見の還元：
データに裏打ちされた教育知見や多くの経験に
基づく介護技術をオープンにし、業界全体の質を
高め、社会へと還元する

●ベネッセの保護者サポートアプリ「まなびの手帳」で教育
情報を提供

●総合情報サイト「介護アンテナ」で無料公開した「夜間ぐっす
り排泄ケア」が「2020年度 グッドデザイン賞」を受賞
●「本当の幸せとは何か？」ベネッセアートサイト直島と岡山
大学が共同研究

地域に根ざす教育・介護：
教育および介護事業を通じて、地域ごとの特性に
合わせながら課題の解決を行う

●岐阜県大垣市とGIGAスクール構想関連の連携協定を締結
●ベネッセの保護者サポートアプリ「まなびの手帳」提供開始

世界の学びを現地と：
現地パートナーとタッグを組むことで、地域の特
性を反映しつつ、世界中に豊かな学びを届ける

●「こどもちゃれんじ」中国展開15周年

アートによる地域再生：
アート・文化活動を通じて、その地域にある力を活
性化し、地元の人々が幸せを感じる地域を創る

●直島での学校・法人向けプログラムの開発
●直島を舞台にしたアート思考の講座をUdemyにて開講

自社と社会のサステナビリティに向けて ●既存事業領域のインオーガニック、新領域の種まきの進展

「よく生きる」を社会へ
「よく生きる」を未来へ
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